







































































第一部： 前 6世紀－プロトタイプの成立 
第一部では、運動選手像墓碑の成立から前 6世紀末、アッティカの墓碑制作が一時的に中断する
までの運動選手像墓碑の展開をたどる。 











































第二部： 前 5世紀－運動選手像墓碑の広がりと地域差 



































は、前 6、前 5 世紀を合わせた作例数の約 1.5 倍、90 点近くになる。様式的にも図像的にもアッティカ
の作例が他地域に強い影響を及ぼした。この時期の運動選手像の大半はアリュバロス・タイプに属す。
そこで第三部では、このタイプをさらにいくつかのパターンに分類して考察を行う。 
第 1章 単独像 





第 2章 青年と侍童 
前 4 世紀の運動選手像の中で、最も作例数が多いのは、侍童を伴う全裸像である。アッティカでは

















第 5章 前 4世紀の運動選手像総括 







運動選手像墓碑は前 560 年頃に誕生し、前 6 世紀中に競技者、アリュバロス、エロメノスの三つの
プロトタイプが成立した。前 5、4世紀の運動選手像は、これをもとに各地の価値観を加味して発展した
といえる。とりわけ好まれたのはアリュバロス・タイプだった。そこに侍童像や家族像、ストレンギス、犬が
追加され、多様なヴァリエーションが生まれた。図像が伝播し、変更が加わる過程で、当初の意味は少
しずつ忘れられていったようである。しかしそれこそがプロトタイプが発展する原動力であったと筆者は
考える。 
こうした変化の一方、一貫性もある。すなわち運動選手として表される墓主像が、基本的に若者と
いう点である。つまり運動選手像は、若者を表すためのモチーフであり続けた。成人前で社会的には半
人前ではあるものの、家柄の良い若者を象徴する図像として、スポーツは最適だったのであろう。逆に
いえば、それ以外に適切なものがなかったことになる。 
運動選手像墓碑は、前 6 世紀以降、様々な地域で制作され、墓碑図像の中でも重要な図像であり
続けた。このことは、運動選手像が若者のための図像である以上、若い男性の死が常に特別扱いされ
ていたことを物語る。墓碑を建立する社会階層がある程度限られていた時代、身分よりも子供、特に嫡
男の早逝が社会に対して主張すべきことであったためと考えられる。運動選手像の長期間にわたる繁
栄から、そうした価値観が少なくとも前 6－4世紀の間、不変だったことを窺い知ることができる。 
 
